















































































































































































































































































































































































































































































































































韓関倒；数串 SEMINAR10 35 
た。このことは日本仏教より我が国の仏教が一歩先んじた水準にあったことを意味し
ているのである。
第 2には、仏教の学問化の過程での韓日間の仏教の学問的な背景の比較で、あった。
この間題を論考していく中で感じたことは、我が国の仏教が学問的にどれほど劣勢の
立場に置かれているかということからくる煩悶で、あった。もちろん我が国の仏教界の
立場からすればそこにはそれなりの理由はあったので、ある。日政治下の 36年、解放
の混乱と向時に嘗めなければならなかった六・二五事変、それに加えて比丘ー妻帯僧の
間で惹起した 10数年間の浄化運動など、そのどれもが仏教の学問化と後進の養成に
障害となる状況で、あったことは明白な事実である。
しかし現実に立脚して韓日仏教の学問的な格差を直視するとき、現在巷間で問題視
されている経済的な格差よりも一層深刻であるということを切に感じざるを得ない。
第3には、僧侶たちの教育制度について論じたかった。現在実施されている仏教教
育を今少し体系的に整備しなければならないのである。さらにそれは自律的な選択に
任すのではなく、基礎教育だけは必須として強制にしなければならないのである。そ
うして基礎教育が終わった後に、各自が選択的な方法で自分の進路を決定することが
できるように幾種類もの部門の道を用意しておくことは、もちろん宗国がしておかな
ければならないことだと考えられる。
最後に付言しておきたいことは、本稿は十数年の前に国内で書いたものに多少の修
正を補ったもので、あるO したがって今の視点で、は幾分つじつまが合わないところもあ
るが、それなりの意味はあると思う。
